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カ メ ム シ 類 研 究

は じ め に

愛媛県立農林専門学校生時代 に ， 故 石原保博士 に 師

事 し た 。 1948 年 8 月 に 皿 ケ 嶺 で， セ グ ロ ツ ノ カ メ ム シ

の母虫が ノ リ ウ ツ ギ の葉裏で卵 を保護 し て い る の を 見つ

け て ， 同博士の ご懇切な ご指導 を受 け な が ら 飼育 し た の

が， 私の カ メ ム シ と の 出会 い で あ る 。

I カ メ ム シ研究

1950 年 に 中 国 ・ 四国農業試験場栽培第二部 に 入 る と ，

故 石倉秀次博士が ご指導 く だ さ っ た 。 当 時， 部 で は ダ

イ ズ の不稔現象解明 の プ ロ ジ ェ ク ト が組 ま れて い て， 博

士 は 私 を そ れ に 携わ ら せ て 下 さ っ た 。 香川 県の瀬戸内海

沿岸部や島艇部では， ダ イ ズ は普通 に 生育す る が， 結実

し な い 現 象 が あ り ， こ の ダ イ ズ を 「板爽J と 呼 ん で い

た 。 土地の伝説 は 「身な り の卑 し い托鉢僧が戸 口 に立 っ

て “豆で も よ い か ら … " と ， 施 し を 求 め た の に対 し て ，

“ お 前の よ う な乞食坊主 に や る 物 は 何 も な い " と 追 い帰

し た 。 托鉢僧 は 弘法大師であ っ て ， そ の崇 り で そ れ以来

ダイ ズ が 「板爽J に な る よ う に な っ た J と い う 。 そ の 原

因 を栽培研究室 で は 開花期の水分欠乏が， 土壌肥料研究

室 で は ボ ロ ン 欠 乏 が原 因 か と 推測 し て い た 。 私達 は 故

永岡昇技官 を先頭 に 現地調査や送付 さ れた材料の分解調

査 を行 う 一方， 私 は ダイ ズ に 金網 ケ ー ジ を か け て カ メ ム
シ を 放飼 し て ， 発生す る 被害 を 解析 し た 。 原因 は 虫 害
で， 主犯 は カ メ ム シ類であ っ た 。 こ れが カ メ ム シ に 関 す

る 初仕事で あ る 。

1953 年 に 徳 島 県立農事試験場 に 入 り 佐々 木成則技師

の下で働 い た 。 当 時農林省植物防疫課 に 故 堀正侃氏 ・

故 飯島鼎氏 と 飯塚慶久氏 が お ら れ， 病害虫発生予察特
殊調査で 「人為的作為j を 実施 し て い て ， 私達 は 「薬剤
散布 に よ る 生物相の変動J を担当 さ せ て い た だ い た 。 以

西信夫 ・ 野 口義弘 ・ 日 和 田太郎 そ の他多 く の 関係職員 に

支 え ら れて ， そ の調査 に情熱 を傾 け な が ら ， アパー ト で
カ メ ム シ を飼育 し， 卵や幼虫 の 図 を 描 い た 。 ハ サ ミ ツ ノ

A Study on the Penlalomoidea. By Takashi KOBAYASHI 
( キ ー ワ ー ド : カ メ ム シ類)

藤沢市片瀬 山 小
ばや し
林 尚

カ メ ム シ を ヤ マ ウ ル シ の実で飼育 し た 時 に は ， 温度 を下

げ る た め に 容器 を キ ッ チ ン の 流 し 台 に 置 い た の で， 妻が

そ れ に かぶれた こ と が思 い 出 さ れ る 。

H 奇 妙 な 習 性

母虫が卵 と 初齢幼虫 を保護す る 習性 を も っ 種 は 多 く ，
ミ ツ ポ シ ・ シ ロ へ リ ・ ぺ ニ の各 ツ チ カ メ ム シ は地表部 に

窪 み を 造 っ て ， そ の 中 で卵 を 球形 に 丸 め て ， 胸 に抱 え て

保護す る 。 周辺の環境が悪化す る と ， 卵塊 を ぶ ら 下 げて

移動す る 。 ア カ ギ ・ オ オ ツ ノ ・ モ ン キ ツ ノ ・ エ サ キ モ ン
キ ツ ノ の各 カ メ ム シ や ヒ メ ツ ノ カ メ ム シ類 な ど は ， 卵 を

寄主植物の葉裏 に 産付 し ， こ の上 に 覆 い被 さ っ て 保護す

る 。 こ の保護 に よ っ て ， 卵が蟻 に 略奪 さ れ る の が滅 り ，

卵寄生蜂の寄生率が若干低下す る 。

エ ピ イ ロ カ メ ム シ と ノ コ ギ リ カ メ ム シ は 吸汁 を 始 め る

と ， ほ と ん ど移動 し な い。 し か し 前者の初齢幼虫 は わ ず

かの刺激 に よ っ て も 容易 に転落す る 。 初齢幼虫 は ど ち ら
も 歩行が拙 く ， 器底 の よ う な平面上で は す ぐ転倒 し て 何

向 け に な っ て起 き 上がれず に死ぬ。 後者で は 夜の休息時

に ク ズ の つ る に 巻かれて動 げ な く な っ た 成虫 さ え 観察 さ

れ て い る ( 日 高 1956) 0 8 月 末 に ス ス キ 上 の 前 者 の 第 3

齢幼虫 は 指 を 触れた 途端 に 放尿 し ， 尿 は 1 秒以上の間約

10 cm を 飛 び続 け た 。 揮の飛びた ち 際の放尿 の よ う で あ

っ た 。 ま た ， 真冬 に ス ス キ の冬枯れ株中 で越冬 し て い る

同種の雄 を つ ま み あ げ る と ， 腹端 に 円筒状の小管 を 突 き
出 し て 液体 を 数滴 プ ッ プ ッ と 小音 を た て て 約 3 cm 飛 ば

し た 。 こ の放尿 は ， 本種が カ メ ム シ の 中 で特異的 に 漉過

室 を 消化管の 中 に 形成 し て い る こ と と 関係 が あ る と 思わ

れ る 。 類似 の 放尿 は Tωaratoma pa，〆llosa で も 知 ら れ

て い る (楚南， 1935) 。

卵 を狭い範囲 に 集 中 的 に 産付す る 種 も あ る 。 熱帯農業
研究 セ ン タ 一 時代 に ， パ ラ グ ァ イ の イ タ プ ア 県地域農業

研究 セ ン タ ー (CRIA) へ研 究 協 力 に 行 っ て い た 1986
年 に ， Carmen der Parana の 水稲栽培試験圃場で実 に

奇妙な現象 を 見 た 。 2 月 26 日 に 乳熟期前後の 1 系統 の 1

平 方 m く ら い の 範 囲 に ， 数 百 頭 の Oebalus ρoecil.悶

(DALI.AS) の成虫が密集 し て ， 交尾や産卵 を し て い た 。 3

月 6 日 の 調査 で は ， 卵塊 は 約 1 平方 m だ け に 集 中 し て
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い て ， 止葉の中部 を 中心 に 表裏 に そ れぞれ 100 卵塊内外
が び っ し り 産付 さ れ て い た 。 1 0 茎 を 調査 し て み る と ，
止葉の表面 に平均 222 . 8 JJll塊， 裏 面 に 平均 292 . 2 卵;塊あ
り ， 葉鞘 に は l 茎 だ け に 1 1 卵塊， 穏 に は 2 茎 だ け に 平

均 57 . 0 卵 塊 あ っ た 。 ふ 化 率 は 斜 立 葉 の 表 面 で は 約

30%， 裏面では ほ ぽ 1 00% で あ っ た 。 前 回 の 調査時 に 畦

畔の雑草聞 に 置 い て お い た 葉 の 表面 の 卵塊で は約 80%
が死ん で い た 。 ま た ， 卵寄生蜂の寄生率 は ま ば ら にgE付
さ れた卵塊 に は認め ら れ た が， 密集卵塊群 に は ほ と ん ど
認め ら れな か っ た 。 数百卵塊以上 も 産付 さ れ た 止禁 は 重
く な っ て 垂れ下が り ， 日 射が遮 ら れ て ， ほ と ん ど全卵が

ふ化で き る の で あ る 。 下積み に な っ た 卵 は ふ化で き な い
が， そ れ は わ ずか 1 %以下で あ る の で， 本種の 集 仁ド'gE卵

写真 ー Oeballls þoecillls 

写真 - 2 Oeballls ρoecillls のjlliVI'J
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に は ふ化率 を 高 め る 効果があ る と 考 え ら れた 。

皿 仕事の取 り ま と め

恩師の故 石 原 |導士か ら ， 早 く ま と め る よ う に と 促 さ

れ て い た が， 現 役 中 に は 時 聞 が と れ な か っ た 。 1 987 年

に 農水省 を 定年退職 し ， 1 993 年 ま で農用地整備公団海
外事業部 に |属託で勤務 し た あ と ， よ う や く 自 由 な時聞が

持て る よ う に な っ た の で， 未研究で あ っ た ウ シ カ メ ム シ
や タ マ カ メ ム シ な どの稀種 を飼育 し な が ら ， 範囲 を 日 本
産 の カ メ ム シ上科の発育時代 に 絞 っ て 取 り ま と め を始 め

た 。 諸先輩の研究成 果 に 私の 未発表 の も の を加 え て整理
し て み る と ， JJlî や 幼 虫 の 形 態 が 究 明 さ れ た 種 は 8 科 87
種 で あ っ た 。 こ れ は 日 本産 昆 虫 総 目 録 ( 宮 本 ・ 安永，

1989， 平 |嶋監修) と 日 本 原 色 カ メ ム シ 図 鑑 ( 安 永 ら ，

1993， 友 国 監修) に 示 さ れ た 既知 種 152 穫 の 64% に あ
た り ， 農 ・ 園芸害益虫や不快筈虫 の全主要種 を 包含 し て
い る 。 研究 は 十 分 で、 な い が， 興味深 い 新 知 見 も 得 ら れ
た 。

カ メ ム シ上科の幼虫 の腹部気門 は 一般 に は 第 2�8 腹
J!!í'j に 開 口 す る が， カ メ ム シ科の ク ロ カ メ ム シ 亜科 と カ メ

ム シ 亜科の一部 だ け は 特異的 に 第 2�7 節 に 開 口 し ， 体

形が小型で、厚 く ， 上唇 が短 い 特徴 を も つ の で， 後者 を 6
気門群 と 仮称す る こ と に し た 。 こ の気門開口節位は成虫
で も 同様であ る が， 雌成虫で は 第 8 節の全体か大半が第
7 節の 下 に 隠れて い る 種が多 く ， 気門 も 一般 に は 外部 か

ら 見 え な い。
幼 虫 の 体 長 の 齢 問 成 長 比 は 全 科 の 75 種 の 平均 で約

l . 5 であ っ た 。
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図 - 1 カ メ ム シ一仁科幼虫 の 口 I吻 ・ 上唇 ・ 口 針
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専 ら 種子 を摂食す る 種 は， 口器が一般 に 第 2 齢か ら 長
く な り ， 口 吻が第 2 節湾 曲型 と な り ， 口 吻 よ り 相 当 ま た

は 著 し く 長 い 口 針 を 迂回 さ せ て 保持す る 仕組 み を 発達 さ

せ て い る 。 そ の 代表的 な も の を 示 す と 図ー 1 の よ う で，

口 吻第 2 節が偏平 と な っ て湾 曲 し て い る の は， 深部 に あ

る 種子か ら の 吸汁 に 当 た っ て ， 長 い 口 針 を 支 え て 操作す

る の に適合 し た 適応形態 と 考 え ら れ る 。 口 針 は 上唇 と と
も に 前方な い し 前下方へ突 き 出 た の ち ， 後方へ曲 が っ て
頭部 と の 聞 に 空間 を作 っ て 保持 さ れ る が， マ カ ダ ミ ア カ

浅ヨヨヨヨコ
0平成 14 年度 野菜茶業課題別研究会ー レ タ ス の 育種 と

生産流通 に お け る 諸問題一開催 につ い て
・ 開 催 日 : 平成 14 年 11 月 26�27 日
.場 所 : 三重県総合文化セ ン タ 一生涯学習 セ ン タ ー

大研修室， 干 514-0061 津市一身 田 町上津
部 田 1234， TEL : 059-233-1 1 1 1  

・参集範囲 : 国 ・ 公立試験研究機関担当者 (独立強制法
人 を 含 む ) ， 国 ・ 都道府県 に お け る 農業行
政関係者， 日 本種苗協会会員 ， そ の他

-発表内容
1 1 月 26 日 (火)
1 . レ タ ス 全般の 問題点及び カ ッ ト 野菜の生産 と 消費動

向
1) レ タ ス の種か ら 消費 ま で (塚田元尚氏 : 長野県野

菜花 き 試験場)
2) カ ッ ト 野菜の 生産 と 消費動向ー レ タ ス を 中心 と し

て ー (本間一男氏 : (株) サ ラ ダ ク ラ ブ)
2 . レ タ ス 根腐病菌 の特性 と 抵抗性育種

1) レ タ ス 根腐病の発生状況 と 抵抗性育種 (土屋宣明
氏 : 長野県野菜花 き 試験場)

2) レ タ ス 根腐病菌の特性 に つ い て ( 山 内 智史氏 : 野
菜茶業研究所)

3 . 育成品種の紹介 と 試食
(懇親会)

1 1 月 27 日 (水)
4 . レ タ ス ピ ッ ク ベ イ ン病の ウ イ ル ス 特性 と 抵抗性育種

及び育種技術の 開発
1 ) レ タ ス ビ ッ グベ イ ン病の ウ イ ル ス 特性 (笹谷孝英

氏 : 近畿中 国 四国農業研究セ ン タ ー)
2) レ タ ス ビ ッ グベ イ ン美容の抵抗性育種 。 1 1 頭洋一

氏 : 野菜茶業研究所)
3) レ タ ス の種間交雑及び半数体作出技術 (水谷高幸

氏 : 九州東海大学)
圃 申 し込み方法 : 所属 ・ 役職 ・ 氏名 ・ 電話 を 明記 し て ，

野菜茶業研究所葉根菜研究部 キ ク 科育種研究室 ま で
郵送か FAX で申 し込み下 さ い。 懇親会 の参加費 は
5 ， 000 円 で， 郵 便 局 か ら 振 替 用 紙 に て 口 座 番 号

メ ム シ の第 2 齢幼虫 で は 口 針 と 上唇が特に 長 く ， 口 吻第

2 節 ま で き て 後戻 り す る と い う 複雑 な 迂団法 を 発達 さ せ

て い る 。

お わ り に

ま と め た 「 カ メ ム シ上科の卵 と 幼虫一形態 と 生態一」

が斯学や農業の発展 に い さ さ か で も 寄与 で き る こ と を願

っ て い る 。

(00810-2-1 10944) ・ 加入 者 名 ( レ タ ス 課 題 別 研 究
会) に 参加者氏名 を ご記 入 の う え ， 9 月 30 日 ま で
に 申 し込み下 さ い。

・事務局 : 野菜茶業研究所葉根菜研究部 キ ク 科育種研究
室， 干 514-2392 三 重 県 安 芸 郡 安 濃 町 草 生 360，
TEL : 059-268 - 4650 ，  FAX : 0 5 9 - 268 - 1339 ，  E. 
mail : keita @ a妊rc.go.jp

0 日 本線虫学会第 10 回大会記念 シ ン ポ ジ ウ ム
「知 ら れ ざ る 多数派 : 線虫の お し ろ さ 」 開催案内

・共催 : 日 本線虫学会 ・ 筑波昆虫科学研究会共催
・ 日 時 : 2002 年 10 月 12 日 (土) 9 : 40�15 : 45 
・場所 : エ ポ カ ル つ く ば ( つ く ば国際会議場) 中 ホ ー jレ

つ く ば 市 竹 園 2-20-3， TEL (0298) 61-0001 
筑波セ ン タ ー (パ ス タ ー ミ ナ ル) 徒歩約 10 分

. プ ロ グ ラ ム
午前の部 : I線虫 と 昆虫の不思議 な つ な が り 」

9 :  50 I キ ボ シ カ ミ キ リ と 便乗線虫 の共種分化 : 南西
諸島 に お け る 系統地理J 神崎菜摘氏 (京都大)

10 : 25 I キ ノ コ と キ ノ コ ス パエ を利用 す る 線虫J
津 田 格氏 (岐阜県立森林文化 ア カ デ ミ ー )

1 1  : 10 Iマ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ : い か に 昆 虫 を 利 用 し
空 を 飛 ぶ か 一 病 原 力 の 違 い に よ っ て 異 な る 作
戦 ー 」 相} I I拓也氏 (森林総合研究所)
午後の部 : I線虫 と 足下 に 広が る 宇宙 : 土」

13 : 15 I足下の宇宙 に 生 き る 一 土壌動物の 素顔」
青木淳一氏 (神奈川 県立生命の星地球博物館)

13 : 50 I こ ん な に 多 様 一 知 ら れ ざ る 多 数派， 線虫 の 世
界」 荒城雅昭氏 (農環研)

1 4 : 35 r線虫 に よ る 農作物の被害 と 防除戦略」
水久保隆之 ( 中央農総研セ )

15 : 10 r 日 本線虫学会 10 年 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 閉会
の言葉に代 え て 」 近藤栄造氏 (佐賀大学)

・参加 : 入場無料， だ れで も 自 由 に 参加可能。
・ 問 い合わ せ先 : 日 本線虫学会 10 回 大会事務局， 独立
行政法人農業環境技術研究所線虫 ・ 小動物ユ ニ ッ ト ， 干
305-8604 つ く ば市観音台 3-1-3， TEL (0298) 38-8269， 
FAX (0298) 38-8199，  E-mail : arachis @ niaes.a百rc .
gO .JP  
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